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平成２６年（ネ）第１２６号	
 大飯原発３，４号機運転差止請求控訴事件	
 

一審原告	
 松田正	
 外１８４名	
 

一審被告	
 関西電力株式会社	
 

	
 

証拠説明書	
 

平成２９年１１月８日	
 

名古屋高等裁判所金沢支部民事部第１部Ｃ１係	
 御中	
 

一審原告ら訴訟代理人弁護士	
 島	
 田	
 	
 	
 	
 広	
 	
 	
 

同	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 弁護士	
 笠 原 一 浩	
 	
 	
 

	
 

号	
 

証	
 

標	
 	
 	
 目	
 

（写し・写しの別）	
 

作	
 成	
 

年月日	
 
作成者	
 立	
 証	
 趣	
 旨	
 備考	
 

甲 547 書籍「原発は滅

びゆく恐竜であ

る」	
 

原

本	
 

2014.3．

30 

水戸巌（出版時

には既に逝去し

ているため、書

籍化は「水戸巌

著作・講演集	
 

編集委員会」が

行った。）	
 

チェルノブイリ事故の前、あ

るいは直後において既に、原

発の本質的危険性から福島第

一原発事故のような事態が生

じることが、科学的根拠に基

づいて予見されていたこと 

	
 

以上	
 

	
 

	
 


